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｢請求応援 Lite Ver.2.0｣での対応内容をご案内します。 

1.データの利用について 

データ移行対象バージョン・・・Ver.1.0＊ 

上記のバージョンからデータ移行が可能です。 

2.システムの変更内容 

●メニュー画面の変更 

トップメニューのみデザインを変更し、「お気に入りメニュー」を追加しました。 

「お気に入りメニュー」の初期設定として、自社新規作成時に必要となる処理を登録します。 

［例：入力メニュー］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●マスター関係の変更 

(1)商品コード桁数の拡張 

＜自社情報の設定＞画面に、「商品コード桁数」の設定を追加し、4桁／14桁を選択できます。 

(2)請求残高および締済明細の修正機能の追加 

①締済明細の修正が可能 

  ※締済み明細を修正した場合は、請求書の再発行が必要となります。 

②請求残高の修正 

過去分の請求書について、前回請求残高を直接修正できます。 

※請求時に残高の間違いに気づき、修正後の残高で請求書を至急作成したい場合等に使用可能です。 

●追加帳表 

(1)領収証発行機能の追加 

(2)お得意先向買掛元帳の追加 

請求明細を元帳形式で出力しますので、お得意先向けのサービス帳表としてご活用ください。 

●入力処理の変更 

(1)マイナス入力機能の追加 

伝票入力画面での売上、値引、返品のマイナス入力ができます。 

(2)売上金額の桁数拡張 

売上明細の入力時、金額桁数として、10桁まで入力できます。 

(3)消費税値引機能の追加 

消費税額の０入力ができます。（税抜商品売上時の消費税額の値引きに対応） 

(4)振替伝票入力画面での絞込表示機能の追加 

振替伝票入力画面で、売上および入金明細について、指定した条件（日付、明細種別、得意先、担当者）で絞込表

示できます。 
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●売上伝票・請求書等の変更 

(1)出力項目設定機能の追加 

売上伝票、請求書、合算請求書の出力項目について、項目名や出力有無を変更できます。 

なお、イメージデータの貼り付けも行えますので、社印の印刷等にご活用ください。 

(2)請求書発行（締処理）への期間指定機能の追加 

「請求書発行（締処理）」が締日の範囲指定で行えます。（得意先ごとの処理） 

●スケジュール管理機能へのフォトカレンダーの追加 

スケジュール印刷機能で、フォトカレンダーが印刷できます。 

●その他の変更 

(1)プレビュー画面でのペイント機能の追加 

印刷プレビュー画面でマーカーや楕円でのチェック、強調、吹き出しコメントの設定等が自由に行えます。また、

設定内容をプレビューファイルに保存できます。 

(2)テキストファイルのExcel への自動吐き出し機能の追加 

テキストファイルの作成可能帳表について、Excel への自動吐き出しができます。 

(3)金額オーバーフロー時のチェック機能の追加 

出力金額が印刷可能桁数をオーバーする場合、メッセージを表示し、作成処理を中止します。 

(4)ネットワークドライブからの会社データの複写／移動機能の追加 

サポートメニューの「複写（HD→他HD）」、「移動（HD→他HD）」で、ネットワークドライブを複写元に

指定して、会社データの複写・移動ができます。 

 

３.財務応援連動の注意事項 

「請求応援Lite Ver.2.0」と「財務応援Super/Lite Ver.4.0以降との連動処理も可能です。 

ただし、以下の制限事項がありますので、ご注意ください。 

●資金繰帳表への売掛金データの連動処理 

「財務応援Lite Ver.6.0」で追加された資金繰入力処理で、売掛金連動を行う場合は「請求応援Lite Ver.2.0」が

登録されている必要があります。 

●付箋機能について 

財務応援と請求応援間では、バージョンに関係なく、付箋の連動は行えません。 

4.動作環境 
 

ＯＳ WindowsRXP/2000/Me/98 

メモリ 
64MB以上（128MB以上推奨） 

※XP/2000の場合128MB（256MB以上推奨） 

ＣＰＵ お使いのＯＳが推奨する環境以上（PentiumRⅢ500MHｚ以上推奨） 

ディスプレイ 
解像度:1024×768ドット(小さいフォント)以上 ※WindowsR XPの場合は標準フォント 

表示色:high Color(16Bit)以上 

ＨＤＤ 40MB以上 

最大用紙サイズ B4（A4に自動縮小可） 

プリンタ 
レーザープリンタ（ポストスクリプト対応プリンタ除く）(*1)または 

インクジェットプリンタ（ADF付） 

(*1)：カラープリンタはEPSON製が対象です。 

 


